
▲無数に立ち昇っている爆炎の真下が愛知時計電機工場（米軍資料より）

戦争はなぜ起きたか。どういう経過をたどり、結果を迎えたか。

1945年6月9日  熱田空襲

2026年 3月10日（火）～4月25日（土）
■なぜ愛知時計電機がターゲットになったのか

▲ 時計生産の50％を占めていた名古屋▲「愛知
時計」の誕生と軍事精密部品の生産▲ 海軍へ艦
上爆撃機を独占的に供給

■なぜ8分間で名古屋最大の犠牲者が出たのか

▲ ある勤労動員学生の証言▲ 米軍「エンパイア作
戦」が最初に実行された日▲ 2トン爆弾が初めて

使われた日▲ 被害を拡大させた警報ミス▲ 市民を
守り切れなかった軍の防空
■6月9日の空襲を語り継ぐ
　▲ 体験者の証言から
■トピックス
　▲ 名古屋における軍需工業の歴史
■2トン爆弾の実物大タペストリー

【 展示内容 】（パネル29枚、資料）

ピースあいち企画展

2. 名古屋空襲から81年～犠牲者追悼の夕べ
3月14日（土）16:00～　1階交流のひろば・前庭平和地蔵前

1. 熱田空襲－ミニ解説と体験の語り継ぎ
3月28日（土）13:30～　1階交流のひろば
・名古屋空襲最大の犠牲者を出した「熱田空襲」
　金子　力さん（ピースあいち）
・堤茂子さんの熱田空襲体験を語り継ぐ
　田中玲子さん
　（ピースあいち戦争体験を語り継ぐ会）
参加費　入館料で参加いただけます。
（入館料 大人300円  小中高生100円）
定員　50名（要予約  電話052-602-4222）

▲堀川護岸の空襲跡の碑

第1部：空襲体験の語り　余語和子さん（95歳）
名古屋市立第三高等女学校（現旭丘高校）の2年
生だった昭和20年1月23日、米軍の空襲を受け、学
徒動員で学校で兵器の製造をしていた生徒42人が
犠牲となった。防空壕から奇跡的に生還した余語さん
だったが多くの友人を失った。
第2部：ともし火法要（参加無料）

戦争体験をつなぐ絵本 「おかちゃんとピース！」
東邦高校（名古屋市名東
区）平和実行委員会の生徒
たちが絵本を作りました。こ
れは戦争を伝える活動をする
生徒たちが聞き取った１９４４
年１２月１３日の空襲体験の
お話をもとにしています。この
絵本は、ピースあいち2階

「みんなのひろば」でご覧いただけます。
▲絵本表紙

ピースあいち開館19周年 ピースまつり
2026年5月5日（火・祝）11:00～16：00　入館無料日です。
ステージ企画／テントショップ／展示ガイド

▲ステージ企画に出演予定の「ゆいゆいエイサー」
▲昨年の追悼の夕べより

最新情報はこちらから


